
「
千
里
山
」

の
地
名
に
つ
い
て

|
|
千
里
丘
陵
は
秦
氏
に
よ
る
開
発
か
|
|

十
五
回
生
伊
藤
(
山
崎
)
綾
子

(
福
岡
在
住
)

千
里
山
住
宅
が
開
発
さ
れ
セ
ン
リ
ヤ
マ
と
名
付
け
ら
れ
る

温
か
昔
、
古
墳
・
奈
良
時
代
に
さ
か
の
ぼ
り
千
里
(
チ
サ
ト

又
は
セ
ン
リ
)
の
名
が
付
け
ら
れ
た
理
由
と
周
辺

一
帯
を
開

発
し
産
業
を
興
し
た
「
秦
氏
」
を
探
る
大
ロ
マ
ン
、
日
本
古

代
史
を
縦
横
に
駆
使
し
た
力
作
で
す
。

千
里
山
セ
ン
リ
と
い
う
私
た
ち
に
と
っ
て
懐
か
し
い
地
名
は
、

千
里
ニ
ュ

l
タ
ウ
ン
(
全
国
の
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
の
走
り
)
出
現
や

万
博
開
催
の
お
か
げ
で
、
今
や
全
国
に
そ
の
名
が
知
ら
れ
て
い
る
。

そ
の
場
合
「
セ
ン
リ
」
と
読
む
よ
う
で
あ
る
。
千
里
山
田
園
都
市

計
画
は
イ
ギ
リ
ス
の
レ
ッ
チ
ワ

l
ス
を
手
本
に
し
て
作
ら
れ
、
大

正
九
年
か
ら
実
施
さ
れ
て
き
た
。
関
東
大
震
災
(
大
口
)
で
擢
災

し
た
人
達
が
好
ん
で
関
西
に
移
り
住
ん
だ
こ
と
が
初
め
と
云
わ
れ

る
(
谷
崎
潤

一
郎
な
ど
)
。
当
時
、
全
国
で
珍
し
か
っ
た
庶
民
の

家
の

一
戸
建
て
で
、
水
道
、
電
気
、
ガ
ス
の
普
及
、
阪
急
電
車
に

よ
る
交
通
ア
ク
セ
ス
に
よ
り
、
大
阪
市
内
、
そ
の
近
郊
に
便
利
に

つ
な
が
り
、
視
野
が
広
く
な
る
。
梅
田
へ
出
れ
ば
、
京
都
、
奈
良
、

神
戸
へ
は
簡
単
に
行
け
る
し
、
少
し
足
を
伸
ば
せ
ば
び
わ
湖
、

熊
野
古
道
、
天
の
橋
立
て
ま
で
日
帰
り
も
で
き
ま
す
。

千
里
山
住
宅
の
成
立
と
歴
史
に
つ
い
て
は
、
「
会
誌
5
号

i
m

べ
り
、
土
俗
千
里
山
と
称
し
、
九
十
九
(
つ
く
も
)
谷
あ
り
」
と
記

さ
れ
、
山
の
姿
が
な
だ
ら
か
な
と
こ
ろ
か
ら
寝
山
(
ね
や
ま
)
と
さ

れ
て
い
る
こ
と
も
あ
る
よ
う
で
す
。

そ
の
後
数
十
年
を
経
て
ま
と
め
ら
れ
た
「
摂
津
志
」

(
1
7
1

6
年
1
1
7
3
4
年
)
と
い
う
書
物
で
は
、
豊
島
郡
の
条
に
「
千

里
山
は
郡
の
中
央
に
在
り
て
島
下
郡
に
連

E
す
。
一

名
、
根
山
、

島
熊
山
、
待
兼
山
、
玉
坂
山
、
以
上
三
山
皆
千
里
山
脈
」
と
記
述
。

さ
ら
に
、
「
摂
津
名
所
図
絵
」

(
1
7
9
8
年
)
で
は
、
「
広
大
な
る

を
以
て
千
里
山
と
称
す
。
ま
た
の
名
寝
山
と
い
う
。
熊
野
田
村
の

上
方
に
し
て
島
下
、
豊
島
の
二
郡
に
続
い
て
山
脈
三
里
に
及
ベ
り
、

九
十
九
谷
あ
り
」
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た

1
8
8
6
年
(
明
治
1
9
年
)
出
版
の
大
阪
府
学
務
課
編
に

よ
る
「
大
阪
府
管
内
地
志
略
」
の
豊
島
郡
の
部
に
も
、
「
千
里
山

は
郡
の
西
南
か
ら
斜
に
中
央
に
赴
く
、
其
脈
は
西
北
に
走
る
も
の

を
玉
坂
山
、
侍
兼
(
ま
ち
か
ね
)
山
と
言
ひ
、
南
に
連
な
る
も
の
を

榎
坂
山
、
垂
水
山
と
言
ふ
」
と
書
か
れ
て
い
ま
す
。

文
献
に
出
て
く
る
「
千
里
」
の
謂
わ
れ
は
以
上
の
通
り
で
、
丘

陵
の
広
大
さ
を
「
千
里
」
と
い
う
言
葉
で
表
し
た
と
の
結
論
し
か

導
く
こ
と
が
出
来
ま
せ
ん
。

で
は
何
故
、
広
大
さ
を
表
す
言
葉
が
「
千
里
」
だ
っ
た
の
か
。

別
の
角
度
か
ら
の
推
論
を
紹
介
し
て
お
き
ま
す
。

先
年
亡
く
な
ら
れ
た
吹
田
の
郷
土
史
家
で
、
池
田
半
兵
衛
さ
ん

と
い
う
方
の
説
で
す
。

池
田
さ
ん
の
説
は
、
「
千
里
」
と
い
ふ
言
葉
の
発
信
元
は
「
第

五
十
二
代
嵯
峨
天
皇
(
7
8
6
年
1
8
4
2
年
、
在
位
8
0
9
年

1
8
2
3
年
)
で
は
な
い
か
」
と
い
う
も
の
で
す
。
嵯
峨
天
皇
は

号
」
連
載
の
和
国
国
允
氏
執
筆
「
千
里
山
開
発
物
語
(
前
・後
編
)
」

・
千
里
第
二
小
学
校

O
切
会
の
会
誌
「
ち
さ
と
」
創
刊
号
(
平
成

お
年
7
月
)
に
、
「
千
里
山
」
地
名
の
由
来
に
つ
い
て
の
考
察
は

「
千
里
山
河
年
の
あ
ゆ
み
」
(
平
成
2
年
日
月
)
、
「
会
誌
2
号
」
(
平

成
日
年
3
月
)
に
詳
し
い
。
以
下
「
会
誌
2
号
」
に
掲
載
の
全
文

を
転
載
す
る
。

〈
千
里
(
せ
ん
り
)
の
地
名
の
調
わ
れ
に
つ
い
て
編
集
部
〉

現
在
、
千
里
ニ
ュ
1
タ
ウ
ン
で
有
名
に
な
っ
た
千
里
(
せ
ん
り
)

で
す
が
、
そ
の
元
に
な
っ
た
の
は
千
里
山、

及
び
旧
千
里
村
と
い

う
地
名
で
す
。
た
だ
し
、
読
み
方
に
つ
き
ま
し
て
は
、
本
来
、
「
ち

さ
と
や
ま
、
ち
さ
と
む
ら
」
と
呼
称
し
て
い
た
よ
う
で
す
。

そ
の
千
里
村
で
す
が
、

1
8
8
9
年
(
明
治
2
2
年
)
の
町
村
制

実
施
に
伴
い
、
佐
井
寺
村
と
片
山
村
と
が
合
併
し
て

一
村
を
つ
く

り
新
村
名
と
な
っ
た
も
の
で
、
旧
村
名
の
佐
井
寺
と
片
山
は
そ
の

大
字
と
な
り
ま
し
た
。
千
里
村
の
村
名
は
、
も
ち
ろ
ん
千
里
山
に

由
来
し
た
も
の
で
す
。

と
こ
ろ
で
、
そ
の
千
里
山
で
す
が
、
現
在
の
狭
い
範
囲
の
地
域

名
で
は
な
く
、
豊
中
市
内
か
ら
連
な
る
広
大
な
正
陵
全
体
を
指
し

て
い
た
よ
う
で
す
。
具
体
的
に
は
、
旧
桜
井
谷
村
大
字
内
田
の
北

方
に
隆
起
し
、
同
村
大
字
柴
原
、
同
大
字
南
刀
根
山
、
同
北
万
根

山
、
旧
豊
島
(
て
し
ま
)
村
大
字
玉
坂
か
ら
旧
熊
野
田
村
の
西
南
を

回
り
、
旧
新
田
村
大
字
上
新
田
に
連
な
る
丘
陵
で
す
。

こ
の
千
里
山
(
千
里
)
と
い
う
地
名
が
、
は
じ
め
て
現
れ
る
文
献

は
元
禄
時
代
(
1
6
8
8
年
1
1
7
0
3
年
)
の
「
摂
陽
群
談
」
と

の
こ
と
で
す
。
「
豊
島
、
島
下
の
二
郡
に
続
い
て
行
程
三
里
に
及
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日
本
三
筆
の
一
人
で
、
漢
詩
を
伝
教
大
師
・
最
澄
に
皐
び
、
宮
廷

文
化
の
主
宰
者
と
し
て
有
名
な
ほ
か
、
重
陽
の
節
句
や
花
宴
の
節

句
聞
き
、
作
法
や
衣
服
を
唐
風
に
改
め
る
な
ど
唐
の
園
や
文
化
に

親
し
ん
で
い
た
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
母
親
が
百
済
王
氏
の

一
族
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
枚
方
の
百
済
王
氏
の
邸
を
離
宮
と
定

め
て
頻
繁
に
訪
ね
て
い
ま
す
。
一

方
で
大
の
狩
り
好
き
と
か
で
、

千
里
丘
陵
に
も
よ
く
馬
を
走
ら
せ
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
天
皇

が
千
里
に
や
っ
て
き
て
訪
れ
る
の
は
佐
井
寺
。
こ
の
地
に
二
回
に

わ
た
り
綿
を
寄
進
す
る
な
ど
、
結
び
付
き
が
強
か
っ
た
よ
う
で
す
。

そ
の
嵯
峨
天
皇
と
「
千
里
」
と
い
ふ
言
葉
の
結
び
付
き
と
な
る

と
、
天
皇
が
淀
川
で
舟
遊
び
を
し
た
際
の
「
河
陽
十
詠
」
の
中
に

ご

道
の
長
江
千
里
に
通
じ
、
漫
々
た
る
流
水
行
船
を
漂
わ
す
。

風
帆
遠
く
虚
無
の
裏
に
没
し
、
疑
う
ら
く
は
是
れ
仙
査
(
い
か
だ
)

天
に
上
ら
ん
と
欲
す
る
か
と
」
と
い
ふ
詩
が
あ
る
よ
う
で
す
。
淀

川
を
長
江
(
揚
子
江
)
に
た
と
え
た
詩
で
す
が
、
「
千
里
」
と
い
ふ

言
葉
が
出
て
き
ま
す
。
天
皇
が
千
里
と
い
ふ
言
葉
を
知
っ
た
の
は
、

漢
詩
の
師

・
最
澄
の
影
響
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
千
里
を
照
ら
し

て

一
隅
を
守
る
「
照
千
里

一
隅
」
は
漢
の
司
馬
遷
の
句
で
す
が
、

唐
に
留
学
し
た
最
澄
も
「
山
家
畢
生
式
」
に
「
照
千

一
隅
是
則
国

宝
」
と
記
し
て
い
ま
す
。
最
澄
の
教
え
の

一
つ
に
な
っ
て
い
ま
す

が
、
彼
を
敬
愛
し
た
天
皇
も
そ
の
意
味
を
味
わ
い
「
千
里
」
と
い

う
言
葉
を
、
一
種
の
座
右
の
銘
と
し
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
い

う
推
測
で
す
。

さ
ら
に
、
吹
田
市
山
田

・
円
照
寺
の
存
在
が
あ
り
ま
す
。
寺
伝

に
よ
る
と
、
仁
寿
三
年
(
8
5
3
年
)
に
最
澄
の
孫
弟
子
に
あ
た
る

円
仁
上
人
(
の
ち
の
慈
覚
大
師
)
が
創
建
し
た
と
い
う
千
里
最
古
の

-61 



寺
で
す
。
「
千
里
」
を
含
ん
だ
言
葉
に
「
千
里
同
風
」
と
い
う
も

の
が
あ
り
ま
す
。
広
辞
苑
に
よ
る
と
、
「
遠
隔
の
地
に
も
閉
じ
風

が
吹
く
」
、
「
天
下
よ
く
治
ま
っ
て
い
る
太
平
の
世
の
こ
と
」
。
唐

の
固
と
文
化
を
好
み
、
唐
の
園
を
思
わ
せ
る
よ
う
な
な
だ
ら
か
な

山
が
連
な
る
広
大
な
丘
陵
。
こ
の
丘
陵
を
頻
繁
に
訪
れ
た
嵯
峨
天

皇
が
、
遠
く
離
れ
た
唐
の
固
に
思
い
を
馳
せ
な
が
ら
、
最
澄
の
教

え
の
中
か
ら
得
た
「
千
里
」
と
い
う
一
言
葉
の
イ
メ
ー
ジ
を
こ
の
地

に
重
ね
合
わ
せ
、
呼
ん
で
い
た
の
で
は
な
い
か
。
そ
し
て
最
澄
の

孫
弟
子

・
円
仁
上
人
が
建
て
た
円
照
寺
の
後
の
世
の
後
継
者
が
、

最
澄
と
嵯
峨
天
皇
、
さ
ら
に
円
仁
上
人
の
ゆ
か
り
か
ら
、
こ
の
一

帯
を
「
千
里
山
」
と
名
付
け
、
人
々
の
間
で
定
着
し
て
い
っ
た
の

で
は
な
い
か
、
と
い
う
の
が
池
田
さ
ん
の
推
論
で
す
。

参
考
文
献

宅
訟
年
(
昭
制
)
吹
岡
市
発
行
「
市
民
の
手
引
き
」
、

S
S
年
(
昭
閉山)

千
里
二
十
年
ま
つ
り
実
行
委
員
会
発
行
「
千
里
の
歴
史
と
伝
統
」

し
か
し
ど
う
し
て
こ
の
地
が
千
里
な
の
か
。
私
は
子
供
の
頃
か

ら
疑
問
に
思
っ
て
い
た
。
大
体
地
名
の
最
初
に
数
字
が
つ
く
の
は

珍
し
い
。
万
里
長
城
、
こ
れ
は
文
字
通
り
万
里
を
越
す
ほ
ど
長
い

の
で
、
当
り
前
で
あ
る
。
次
に
貌
志
倭
人
伝
に
記
さ
れ
て
い
る
一

支
国
(
壱
岐
)
の
「
ご
は
あ
ま
り
意
味
が
判
ら
な
い
そ
う
で
あ

る
。
大
阪
市
内
に
「
千
日
前
」
と
い
う
駅
名
が
あ
る
。
こ
れ
は
こ

の
地
に
あ
っ
た
二
つ
の
寺
(
法
華
寺
と
竹
林
寺
)
が
千
日
回
向
を

し
て
い
た
名
残
で
あ
る
。
回
向
と
は
自
分
が
積
ん
で
き
た
良
い
行

い
を
、
他
の
人
に
回
し
て
あ
げ
る
こ
と
を
念
じ
て
お
参
り
す
る
こ

軸
と
し
て
各
道
路
が
放
射
線
状
に
拡
が

っ
て

い
る
。
多
摩
川
沿
岸

に
作
ら
れ
た
田
園
調
布
は
、
今
や
庶
民
の
憧
れ
の
的
で
、
多
く
の

著
名
人
が
住
ん
で
い
る
。
外
国
人
も
多
く
、
い
わ
ゆ
る
回
覧
板
は

英
語
で
、
年
二
回
(
お
盆
と
年
末
、
ゴ
ミ
の
収
集
の
通
知
)
郵
便

で
各
戸
に
配
達
さ
れ
る
。
千
里
山
と
田
園
調
布
と
ど
ち
ら
が
早
く

開
発
さ
れ
た
の
か
私
は
知
ら
な
い
が
、
千
里
山
の
方
が
早
い
と
思

う
。
終
戦
直
後
の
田
園
調
布
は
当
時
の
千
里
山
よ
り
、
ず
っ
と
遅

れ
て
い
る
感
じ
だ
っ
た
。
し
か
し
一
軒
の
広
さ
は
千
里
山
よ
り
ず

っ
と
大
き
か
っ
た
。

回
濁
調
布
は
、
石
-
∞
年
(
大
正
7
年
)
に
実
業
家
渋
沢
栄

一
ら
に
よ

っ
て、

立
ち
上
げ
ら
れ
た
『
理
想
的
な
住
宅
地
「
田
園
都
市
」
の
開
発
』
を
目
的
と
す
る

田
園
都
市
株
式
会
社
に
よ
り
開
発
、
一喝
M
凶
年
(
大
正
ロ
年
)
8
月
か
ら
分
譲
さ
れ

た
地
域
で
あ
る
。
開
発
の
主
旨
や
開
発
着
工
時
期
も
似
た
千
里
山
住
宅
地
は
同
じ

3
出

年
か
ら
入
居
が
始
ま
り
僅
か
な
が
ら
先
行
し
て
い
る
。

前
述
の
千
里
山
の
説
明
で
は

「千
里
」
の
意
味
を
広
さ
で
解
釈

し
て
い
る
。
し
か
し
「
千
」
と
は
も
と
も
と
長
さ
を
表
し
、
漢
和

辞
典
に
よ
る
と

「遠
い
」
と
い
う
意
味
も
あ
る
。
遠
く
ま
で
走
る

馬
を
「
千
里
の
馬
」
と
い
う
。
で
は
ど
こ
を
起
点
と
し
て
遠
い
と

云
っ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
「
千
里
」
の
意
味
に
つ
い
て
は
前

述
の
「
千
里
山
初
年
の
あ
ゆ
み
千
里
山
地
名
の
由
来
そ
の

ご

に
詳
し
い
、

「広
大
な
世
界
、
園
、
社
会
を
意
味
す
る
」
と
あ
る
。

は
た

私
は
古
代
に
千
里
山
を
開
非
礼
民
の
は
秦
氏
で
は
な
い
か
と
考

え
て
い
る
。
秦
氏
の
本
拠
地
は
山
背
(
京
都
南
部
)
で
あ
る
か
ら
、

京
都
か
ら
見
て
遠
か
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

と
だ
。
随
分
お
節
介
な
行
事
で
あ
る
。
決
め
ら
れ
た
千
日
回
向
の

日
に
お
参
り
す
れ
ば
、
一
回
の
お
参
り
で
千
日
分
の
功
徳
が
あ
る

と
い
う
欲
張
り
な
行
事
で
、
そ
こ
で
千
日
ご
と
の
回
向
を
行
っ
て

い
る
法
華
寺
と
竹
林
寺
を
千
日
寺
と
呼
ん
だ
。
こ
の
寺
の
前
だ
か

ら
「
千
日
前
」
だ
そ
う
で
あ
る
。

現
在
は
道
頓
堀
と
並
ぶ
大
阪
ミ

ナ
ミ
の
繁
華
街
で
、
吉
本
興
業
の
本
拠
地
「
な
ん
ば
グ
ラ
ン
ド
花

月
」
が
あ
り
、
大
阪
の
お
笑
い
文
化
の
発
信
地
で
あ
る
(
以
上
千

日
前
の
説
明
は
、
谷
川
彰
秀
『
大
阪
地
理

・
地
名

・
地
図
の
謎
』

実
業
之
日
本
社

8
E
-
w
に
拠
る
)
。
千
日
前
の
千
は
千
里
山
と
は

関
係
な
さ
そ
う
で
あ
る
。

ま
た
『
阪
急
沿
線
謎
解
き
散
歩
』
(
私
鉄
沿
線
散
歩
の
会
著

昌
広

・∞
)
の
「
千
里
山
駅
」
の
項
目
に
よ
る
と
、
次
の
よ
う
に

記
さ
れ
て
い
る
。

千
里
山
(
千
里
正
陵
)
と
は
、
豊
中
市
か
ら
吹
田
市
、
茨
木

市
、
箕
面
市
に
ま
た
が
る
約
八
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
四
方
の
広
大
な

丘
陵
地
の
名
称
で
あ
る
。
な
だ
ら
か
に
起
伏
す
る
連
丘
の
姿
は

寝
山
と
も
呼
ば
れ
て
い
る
。
数
キ
ロ
ポ
h
U
A
F
小
川
に
及
ぶ
起
伏
の

聞
に
九
十
九
も
の
谷
が
あ
っ
た
の
で
九
十
九
谷
と
も
呼
ば
れ
、

そ
の
広
大
さ
か
ら
「
せ
ん
り
や
ま
」
と
も
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
。
そ
の
千
里
山
に
拡
が
る
千
里
山
住
宅
地
は
、
大
阪
府
嶋

下
郡
吹
田
村
、
現
在
の
大
阪
府
吹
田
に
あ
る
千
里
山
西
地
区
に

計
画
的
に
建
設
さ
れ
た
。
大
阪
郊
外
の
田
園
都
市
で
あ
る
。
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東
京
に
も
似
た
よ
う
な
田
園
都
市
が
あ
る
。
田
園
調
布
で
あ
る
。

東
横
線
の
駅
を
出
て
す
ぐ
噴
水
つ
き
の
小
公
園
が
あ
り
、
そ
れ
を

〈秦
氏
が
開
発
し
た
千
里

E
陵

須

恵

器

の
産
地
〉

『
と
よ
な
か
歴
史
文
化
財
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
』
(
豊
中
市
教
育
委

員
会

Mo
g
-
3

に
よ
る
と
そ
の
冒
頭
に
は
「
桜
井
谷
窯
跡
群
」
の

記
述
と
、
現
在
の
写
真
、
古
代
の
須
恵
器
窯
の
想
像
図
が
記
さ
れ

て
い
る
。
図
1
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そ
れ
に
は

「
千
里
川
右
岸
の
段
E
斜
面
に
作
ら
れ
た
須
恵
器
の
窯
」

「
郡
中
で
も
最
大
ク
ラ
ス
の
窯
跡
で
あ
っ
た
。
」

「
豊
中
市
と
吹
田
市
に
拡
が
る
千
里
丘
陵
に
は
、
古
墳
時
代
中
期

か
ら
奈
良
時
代
(
約

E
g
-
-
M。
。
年
前
)
に
か
け
て
作
ら
れ
た

須
恵
器
の
窯
跡
が
数
多
く
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
う
ち
、

豊
中
市
北
部
の
千
里
川
上
流
域
を
中
心
と
し
た
、
窯
跡
の
ま
と

ま
り
を
桜
井
台
窯
跡
群
と
呼
ん
で
い
ま
す
。
現
在
ま
で
き
基

ほ
ど
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
住
宅
開
発
に
伴
な
っ
て
多
く
が

消
滅
し
、
現
存
し
て
い
る
の
は
叩
基
ほ
ど
に
な
っ
て
し
ま
い

ま
し
た
。
(
中
略
)
日
本
最
大
規
模
の
窯
跡
で
あ
る
陶
色
窯
跡

群
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。」

と
あ
る
。
須
恵
器
と
は
素
焼
の
土
器
の
こ
と
で
あ
る
。
広
辞
苑
に

は
「
須
恵
器
」
の
項
目
に
以
下
の
よ
う
に
あ
る
。

古
墳
時
代
か
ら
奈
良
時
代
に
か
け
て
大
陸
系
技
術
に
よ
る
素
焼

の
土
器
。
良
質
粘
土
で
素
焼
き
を
し
、
登
り
窯
を
用
い
、
高
温

の
還
元
炎
で
や
く
た
め
、
薄
墨
色
を
呈
す
る
の
が

一
般
。
主
と

し
て
食
器
祭
器
と
し
て
用
い
る
。
祝
部
土
器
。

と
あ
る
。
素
焼
き
に
上
ぐ
す
り
を
塗
っ
て
焼
け
ば
陶
器
で
あ
る
。

ま
た
図
2
に
あ
る
よ
う
に
大
阪
陶
邑
窯
跡
群
と
い
わ
れ
る
土
器

陶
器
の

一
大
生
産
地
は
大
阪
で
あ
り
、
大
阪
か
ら
遠
く
陸
奥
の
国

か
ら
対
馬
、
薩
摩
ま
で
運
ば
れ
て
い
っ
た
。
大
阪
で
は
須
恵
器
は

千
里
正
陵
の
他
に
南
の
河
内
で
も
生
産
さ
れ
て
い
た
。
現
在
寝
屋

川
市
に
は
「
秦
」
の
地
名
が
多
く
残
っ
て
い
る
。
『
古
代
国
家
は

い
つ
成
立
し
た
か
』
(
都
出
比
呂
志
岩
波
新
書
呂
=
・
∞
)
に
よ
る

と
、
須
恵
器
の
生
産
は
同
時
に
鉄
器
も
作
っ
て
い
た
。
そ
の
近
く

と
続
い
て
い
る
台
地
で
、

川
も
多
く
、
重
い
須
恵
器
を
運
ぶ
の
に

も
っ
て
こ
い
の
土
地
で
あ
っ
た
。
古
墳
時
代
か
ら
奈
良
時
代
に
か

け
て
は
交
通
手
段
は
主
と
し
て
船
で
あ
る
。
古
代
の
千
里
山
周
辺
、

摂
津
国
に
は
入
り
組
ん
だ
無
数
の
川
が
あ
る
。
江
戸
時
代
の
千
里

丘
陵
の
地
図
に
は
十
三
本
の
川
が
記
さ
れ
て
い
る
(
箕
面
川
、
天

神
川
、
天
王
寺
川
、
千
里
川

*
な
ど
)
。
一
番
大
き
い
の
は
猪
名

川
で
あ
る
。
千
里
川
は
遠
く
箕
面
の
国
分
を
源
流
と
し
蛇
行
し
な

が
ら
豊
中
市
あ
た
り
で
猪
名
川
に
合
流
し
、
猪
名
川
は
神
椅
川
に

吸
収
さ
れ
、
更
に
淀
川
に
流
入
す
る
。
(
図
3
)
淀
川
か
ら
大
阪

湾
に
出
て
船
で
遠
く
へ
運
ば
れ
た
。

地
図
を
辿
る
と
そ
の
長
さ
に

驚
か
さ
れ
る
。

図

3

古
代
に
お
け
る
摂
海
国
の
河
川

市
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文明'

l己崎市

11m. 

1(・・

に
馬
場
(
牧
)
が
あ
っ
た
。
即
ち
軍
事
的
工
業
生
産
地
で
あ
っ
た

の
だ
。
千
里
丘
陵
も
そ
う
で
あ
っ
た
と
推
察
さ
れ
る
。

図
2

大
阪
か
ら
全
国
各
地
へ
の
土
器
陶
器
の
流
通

J

/

a

m

F
 

可
、
、
ふ
一

寺

古
遺

墳

i

i

-
/
¥
A
γ

竃

山

台

B
号
岨
咽

/
¥
J
し

・

4
山
市
崎
明

帥

け
号

O

S

唱

跡

前

川

蔵

相

似

-64 -
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は

じ

須
恵
器
と
並
行
し
て
作
ら
れ
て
い
た
の
に
土
師
器
が
あ
る
。

土
師
は
「
大
和
朝
廷
で
葬
式
、
陵
墓
、
食
器
な
ど
を
作
る
集
団
」

(
広
辞
苑
)
と
い
う
。
同
じ
土
器
で
も
須
恵
器
は
庶
民
の
必
需
品

で
あ
る
。
大
き
い
の
は
水
が
め
、
酒
が
め
、
か
め
棺
、
塩
入
れ
な

ど
を
つ
く
っ
た
。
色
も
地
味
で
、
薄
墨
色
で
あ
り
、
土
師
器
の
方

は
明
喝
い
朱
色
に
近
い
。

土
師
氏
の
輿
り
は
埴
輪
制
作
と
関
係
が
あ
る
。
日
代
垂
仁
天
皇

は
、
殉
呪
的
弧
濯
を
止
め
る
こ
と
を
望
唯
れ
、
力
士
の
輿
り
と
い

わ
れ
る
野
見
宿
繭
の
提
案
で
、
出
雲
の
土
師
を
招
い
て
埴
輪
を
作

ら
せ
、
陵
墓
の
周
り
に
並
べ
る
こ
と
を
始
め
ら
れ
た
。
「
は
じ
」

と
恰
喰
質
の
粘
土
の
こ
と
で
あ
る
が
、
こ
の
埴
輪
制
作
の
喋
担
を

「
土
師
」
氏
と
称
す
。
九
L
h
w
土
師
氏
は
平
安
初
期
に
一
時
「
大
枝
」

と
改
姓
し
、
の
ち

L
依
江
」
と
な
っ
た
。
そ
の
中
心
人
物
は
在
原

業
平
の
長
兄
大
江
音
人
で
あ
る
。
在
原
氏
兄
弟
は
日
代
平
城
京
謹

の
孫
で
あ
る
た
め
大
江
氏
は
代
々
学
者
を
輩
出
し
た
(
大
江
匡
房

な
ど
)
。
又
作
る
土
器
も
庶
民
用
の
須
恵
器
で
は
な
く
、
宮
廷
用

土
器
で
あ
っ
た
。
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少
し
寄
り
道

千
二
小
に
は
土
師
(
は
ぜ
)
義
雄
先
生
(
昭
和
8

年
3
月
'et
--'

昭
和
均
年
3
月
)
が
お
ら
れ
ま
し
た
。
小
生

(
M
回
生
)

達
を
担
任
さ
れ
昭
和
均
年
3
月
無
事
卒
業
さ
せ
た
後
他
校
へ
転
任

さ
れ
ま
し
た
。
珍
し
い
姓
に
つ
い
て
、
先
祖
は
土
師
器
を
焼
い
て

い
た
と
よ
く
伺
い
ま
し
た
。
(
編
集
部
奥
田
)

は
た

こ
の
須
恵
器
を
作
る
た
め
に
千
里
正
陵
を
開
発
し
た
の
は
秦
氏

で
あ
る
と
私
は
考
え
て
い
る
。
日
常
の
庶
民
生
活
で
水
を
飲
む
に



も
食
事
を
す
る
に
も
須
恵
器
が
な
け
れ
ば
生
き
て
い
け
な
い
。
古

代
の
須
恵
器
は
汚
れ
れ
ば
捨
て
て
い
た
そ
う
で
、
日
常
生
活
で
は

大
量
の
須
恵
器
を
必
要
と
し
た
。
現
在
の
よ
う
に
、
食
器
を
使
う

た
び
に
洗
う
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
ご
く
最
近
の
こ
と
ら
し
い
。

少
し
昔
の
、

一
人

一
人
箱
膳
で
食
事
を
し
て
い
た
頃
は
、
毎
食
は

洗
わ
な
か
っ
た
そ
う
で
あ
る
。
そ
の
た
め
に
は
各
自
の
食
器
は
決

っ
て
い
て
、
各
自
で
始
末
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

図
4 

千
里
丘
陵
と
そ
の
周
辺
の
遺
跡
・
銅
鐸
出
土
地

潟T'

貌
志
倭
人
伝
に
は
、
倭
人
は
手
づ
か
み
で
食
事
を
す
る
と
書
い

て
あ
る
が
、
手
づ
か
み
に
し
ろ
、
食
事
な
り
水
な
り
を
飲
み
食
い

え
み
し
い
る
か

に
な
っ
た
。
し
か
し
蘇
我
氏
は
稲
目
引
馬
子
|
蝦
夷
|
入
鹿
と
四

代
続
く
が
、
入
鹿
は
中
大
兄
皇
子
に
謀
ら
れ
、
一
族
滅
亡
す
る
。

結
局
誰
が
一
番
腹
黒
い
か
。

いにしえ

こ
の
皇
7
F
ゆ
鮮
北
多
ヌ
切
な
が
い
た
み
、
「
心
も
解
け
ず
古

思
ほ
ゆ
」
(
長
忌
寸
意
吉
麻
呂
)
を
は
じ
め
山
上
憶
良
、
柿
本
人

麻
品
、
大
伴
家
持
な
ど
が
哀
悼
の
歌
を
詠
ん
で
い
る
。
当
時
の
食

器
笥
は
小
さ
い
な
ら
い
い
が
、
大
型
の
桶
や
樽
を
竹
や
木
で
作
る

の
は
難
し
い
。
須
恵
器
の
方
が
作
り
や
す
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

中
国
や
韓
国
に
は
古
代
か
ら
精
巧
な
青
銅
器
が
あ
る
が
、
日
本
は

銅
は
産
出
し
て
い
た
が
、
鉄
は
韓
国
か
ら
輸
入
し
て
い
た
。
材
料

の
な
い
日
本
で
は
青
銅
器
や
鉄
器
は
庶
民
の
生
活
で
は
使
わ
れ
な

か
っ
た
。
た
だ
、
銅
の
食
器
は
古
墳
か
ら
出
土
し
て
い
る
。
主
と

し
て
仏
具
と
し
て
作
ら
れ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
六
世
紀
前
半

欽
明
天
皇
の
頃
、
九
十
の
古
墳
か
ら
百
十
三
の
銅
銑
が
出
土
し
て

い
る
。
現
在
「
碗
」
は
石
へ
ん
で
あ
る
が
、
こ
の
時
期
の
碗
は
金

へ
ん
で
書
く
。
こ
の
銅
銃
文
化
は
時
代
が
新
し
く
な
っ
た
こ
と
を

現
し
て
い
る
。
(
壱
岐
一
郎
『
継
体
天
皇
の
謎
』
か
も
が
わ
出
版
N

srAFに
よ
る
)
。
次
第
に
須
恵
器
は
す
た
れ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

〈
渡
来
人
の
果
た
し
た
大
き
な
役
割
秦
氏
と
は
〉

六
世
紀
以
前
の
日
本
に
は
多
く
の
控
来
人
が
亡
命
し
て
き
て
、

さ
ま
ざ
ま
な
文
化
文
明
を
持
ち
込
ん
だ
。
中
国
も
韓
国
も
動
乱
の

時
代
で
、
政
権
交
代
が
目
ま
ぐ
る
し
く
、
敗
れ
た
側
の
文
化
人
が

朝
鮮
半
島
を
経
由
し
て
大
挙
東
の
果
て
紡
接
国
抗
議
げ
て
き
た
。

日
本
人
が
連
れ
て
き
た
集
団
も
あ
る
。
葛
城
の
襲
津
彦
は
新
羅
に

行
っ
て
捕
ら
え
ら
れ
る
が
、
帰
る
時
は
大
勢
の
渡
来
人
を
連
れ
て

す
る
に
は
、
何
ら
か
の
食
器
が
必
要
で
あ
ろ
う
。
土
器
の
出
現
以

前
は
、
倭
人
は
何
で
食
べ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
私
は
「
笥
」

で
あ
る
と
思
う
。
笥
は
食
器
の
意
味
で
あ
る
が
、
具
体
的
に
は
何

で
出
来
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
竹
か
ん
む
均
な
の
で
竹
か
木
で
あ

ろ
う
。
万
葉
集
に
は
「
器
」
を
「
け
」
と
訓
ん
で
い
た
。

万
葉
集
の
有
名
な
歌
に
、
、

家
に
あ
れ
ば
笥
恥
盛
る
飯
を
草
枕

旅
に
し
あ
れ
ば
椎
の
葉
に
盛
る
有
馬
皇
子

と
い
う
の
が
あ
る
。
有
馬
皇
子
は
初
代
孝
徳
天
皇
の
皇
子
で
、
謀

反
の
疑
い
を
か
け
ら
れ
、
絞
首
刑
に
な
っ
た
悲
劇
の
皇
子
で
あ
る
。

当
時
は
政
治
的
に
失
脚
し
た
場
合
、
双
方
か
ら
軍
隊
を
出
し
、
敗

れ
た
方
が
邸
に
火
を
つ
け
自
死
す
る
の
が
普
通
で
あ
る
。
そ
れ
が

皇
子
一
人
だ
け
を
捕
ら
え
、
ぎ
よ
う
ぎ
よ
う
し
く
裁
判
に
か
け
、

絞
首
刑
に
し
た
。
色
∞
年
に
日
才
で
亡
く
な
っ
た
皇
子
は
、
新
進

気
鋭
の
期
待
の
星
で
あ
っ
た
。
皇
子
は
次
の
天
皇
に
な
り
得
る
地

位
に
あ
っ
た
。
そ
れ
を
餌
必
す
る
た
め
中
大
兄
皇
子
(
後
の
犯
代

天
智
天
皇
)
が
蘇
我
の
赤
兄
と
図
っ
て
有
馬
皇
子
を
消
し
た
の
で

あ
る
。
歌
の
意
味
は
「
家
(
宮
殿
)
に
い
れ
ば
食
器
(
笥
)
に
盛

る
食
事
を
旅
(
囚
人
と
し
て
)
な
の
で
椎
に
葉
に
櫨
渇
こ
と
だ
」

と
い
う
の
で
あ
る
。
盛
ら
れ
た
も
の
は
お
そ
ら
く
干
飯
(
米
を
蒸

し
て
干
し
た
も
の
)
で
あ
ろ
う
。
き
っ
と
バ
ラ
バ
ラ
落
ち
て
食
べ

に
く
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
こ
の
皇
子
は
紀
州
の
藤
白
坂
(
一
般
の

刑
場
)
で
、
自
分
は
赤
兄
に
は
め
ら
れ
た
と
い
う
こ
と
を
主
張
し

て
「
赤
兄
ぞ
知
る
」
と
叫
ん
で
緯
り
殺
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

果
た
し
て
そ
の
後
、
蘇
我
氏
は
全
盛
期
を
迎
え
、
中
大
兄
皇
子

は
な
か
な
か
即
位
で
き
な
か
っ
た
が
、
六
年
後
に
め
で
た
く
天
皇
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き
た
。
彼
ら
は
、
文
字
、
稲
作
、
養
蚕
、
織
物
、
酒
造
、
土
木
工

事
、
製
鉄
な
ど
あ
ら
ゆ
る
文
化
を
日
本
に
も
た
ら
し
た
。
渡
来
人

は
今
日
の
出
か
せ
ぎ
感
覚
で
は
な
く
、
今
さ
ら
故
郷
に
帰
る
こ
と

も
出
来
ず
、
こ
の
国
の
東
へ
は
も
う
行
く
と
こ
ろ
が
な
い
の
で
、

一
生
懸
命
で
文
化
を
伝
え
た
の
で
あ
る
。

渡

-Fi仏
の
記
録
炉
必
怒
め
神
田
仏
墨
十
四
年
(
紀
)
に

「
百
済
王
三
月
縫
衣
工
女
を
貢
る
(
百
済
王
が
織
物
の
女
性
を

貢
っ
た
ご

t

み

「
こ
ゆ
年
巧
明
君
が
百
済
よ
り
来
る
」
「
己
が
人
夫
百
二
十
県

を
領
い
て
帰
化
く
(
弓
月
の
君
が
自
国
の
百
二
十
県
の
人
を
領

い
て
帰
化
し
た
ご

と
あ
る
。
弓
月
君
は
秦
氏
の
先
組
吃
か
わ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
応

神
駅
理
十
五
年
に
百
済
の
王
は
担
担
鞍
特
派
遣
し
て
「
良
馬
二
匹

を
貢
る
」
。
こ
の
阿
直
岐
は
「
東
漢
直
」
の
先
祖
と
な
る
。
彼

ら
は
漢
の
高
祖
劉
邦
の
子
孫
と
言
わ
片
山
い
る
。
当
時
朝
鮮
半
島
は

三
国
(
高
句
麗
・
新
羅
・
百
済
)
が
鼎
立
し
て
い
て
、
百
済
は
日
本

に
援
軍
を
求
め
て
い
た
。
そ
の
た
め
に
石
上
神
社
ご
い
投
羽
を
は

じ
め
、
治
本
に
さ
ま
ざ
ま
な
贈
り
物
を
し
た
。
こ
の
新
埴
投
主
が
能

く
教
典
を
読
む
の
で
、
天
皇
は
百
済
の
肖
古
王
に
博
士
を
招
く

こ
と
吃
嚇
頼
す
る
。
そ
ヒ
で
論
語
と
千
字
文
を
持
っ
て
来
日
し
た

の
が
王
仁
(
紀
)
、
和
遁
(
記
)
さ
ん
で
あ
る
。
そ
こ
か
ら
文
字

の
学
習
が
朝
廷
を
中
心
に
実
行
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
文
字
の

伝
来
は
そ
れ
以
前
か
ら
あ
っ
た
(
鏡
の
文
字
、
貨
幣
の
文
字
「
貨

泉
」
な
ど
)
。
し
か
し
日
本
人
が
系
統
的
に
文
字
を
学
習
す
る
よ

う
に
な
っ
た
の
は
主
仁
さ
ん
炉
鍍
採
以
来
で
あ
る
。
こ
の
王
仁
さ

ん
子
孫
は
日
本
で
繁
栄
し
「
書
首
」
の
祖
と
な
る
が
、
百
済
は
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日
本
が
援
軍
を
出
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
新
羅
と
唐
の
連
合
軍

に
敗
れ
、
滅
亡
す
る
(
白
村
江
の
戦
い
。
六
六
三
年
)
。
天
智
天

皇
は
唐
が
日
本
に
攻
め
て
く
る
の
に
備
え
て
、
大
宰
府
を
設
置
し

各
地
に
朝
鮮
式
山
城
や
の
ろ
し
台
を
作
っ
た
。
こ
う
し
て
さ
ま
ざ

ま
な
渡
来
人
が
来
日
し
た
が
、
社
会
の
底
辺
で
力
を
発
揮
し
た
の

が
秦
氏
で
あ
る
。
『
謎
の
渡
来
人
秦
氏
』
(
水
谷
千
秋
文
春
新

書

NOS-巳
)
に
は
秦
氏
に
関
す
る
記
述
を
以
下
の
よ
う
に
紹
介

し
て
い
る
。

①
『
姓
氏
家
系
大
辞
典
』
太
田
亮
戦
前
著

天
下
の
大
姓
に
し
て
、
そ
の
氏
人
の
多
き
事
、
ほ
と
ん
ど
他
に

比
な
く
、
そ
の
分
支
の
氏
族
も
ま
た
少
な
静
ら
ず
。
而
し
て
上

代
よ
り
今
に
至
る
ま
で
、
各
時
代
と
も
、
恒
に
相
当
の
勢
力
を

有
す
る
事
も
、
他
に
類
例
な
か
る
べ
し
。

②
平
野
邦
夫

非
貴
族
的
、
非
官
僚
的
体
質
を
持
っ
た
、
著
し
く
底
辺
の
広
大

な
在
地
的
土
豪
氏
族
。

③
そ
の
他
山
尾
幸
久
氏
は
じ
め
多
く
の
学
者
が
秦
氏
を
評
し
て

い
る
が
、
一
様
に
秦
氏
は
社
会
の
表
に
出
て
名
を
な
す
の
で
は

な
く
、
社
会
の
底
辺
で
実
利
を
と
り
、
「
富
み
栄
え
た
」
。

(
関
裕
二
『
ヤ
マ
ト
王
権
と
十
大
豪
族
の
正
体
』
沼
喝
文
庫

(
M
O
戸凶・∞)

更
に
こ
の
著
で
は
秦
氏
に
つ
い
て
以
下
の
よ
う
に
述
べ
て
や
お
。

秦
氏
は
養
蚕
が
得
意
で
、
庸
(
麻
布
)
と
調
(
絹
・
施
)

と
上
質
の
絹
を
奉
献
し
朝
廷
に
積
み
上
げ
た
。

ま
た
先
進
の
土
木
技
術
を
日
本
に
も
た
ら
し
た
こ
と
で
も
名

高
い
。
渡
月
橋
の
あ
る
嵐
山
一
帯
は
秦
氏
の
治
水
事
業
の
手
が

が
同
源
で
あ
る
。
秦
氏
が
養
蚕
、
は
た
織
り
に
長
け
て
い
た
こ
と

か
ら
ハ
タ
氏
と
言
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
説
も
あ
る
。

②
百
済
か
ら
来
た
説
。
日
評
議
紀
応
神
天
皇
十
四
年
に

「
是
歳
弓
月
君
百
済
よ
り
来
帰
り
」
と
あ
る
。
一
方
先
述
の
知
く

古
事
記
応
神
天
皇
段
に
は
「
新
羅
人
参
渡
り
来
つ
」
と
あ
り
続
い

て
武
内
宿
祢
が
率
い
て
「
百
済
池
」
を
作
り
き
と
あ
る
。
日
本
書

紀
応
神
紀
7
年
に
は
「
高
麗
人
、
百
済
人
、
任
那
人
、
新
羅
人
が

来
て
韓
人
池
を
作
っ
た
」
と
あ
る
。
そ
の
池
は
百
済
池
と
も
韓
人

池
と
も
呼
ば
れ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
即
ち
百
済
人
が
最
も
多
か

っ
た
と
思
わ
れ
る
。
『
新
撰
姓
氏
録
』
に
は
応
神
天
皇
十
四
年
に

弓
月
君
が
百
二
十
七
県
の
百
姓
を
率
い
て
帰
化
し
た
と
あ
る
が
、

新
羅
か
百
済
か
を
明
ら
か
に
し
て
い
な
い
。

(
以
上
水
谷
千
秩
『
謎
の
渡
来
人
秦
氏
』
を
参
考
に
し
た
。

渡
来
人
秦
氏
が

一
番
最
初
に
錠
註
し
た
の
は
奈
良
県
南
部
の
葛

城
氏
の
本
居
地
で
あ
り
、
後
で
山
背
(
京
都
南
部
)
に
移
っ
た
。

担
体
簿
視
に
最
初
に
秦
氏
の
名
が
現
れ
る
の
は
雄
略
天
皇
十
五
年

秦
酒
公
で
あ
る
。
そ
れ
に
よ
る
と
秦
氏
が
最
初
に
朝
廷
に
献
上

し
た
の
は
酒
で
あ
っ
た
。
こ
の
酒
を
天
皇
は
大
変
愛
さ
れ
た
。
ま

た
秦
氏
は
庸
・
調
の
絹
・
止
積
約
織
物
を
奉
献
し
、
朝
廷
に
沢
山

つ
み
上
げ
た
。
そ
こ
で
と
高
笹
麻
佐
い
う
姓
を
下
さ
っ
た
。
日
本

書
紀
に
「
再
豆
麻
佐
と
は
皆
盈
積
め
る
貌
な
り
」
と
説
明
し
て
い

る
。
現
柱
封
も
「
う
ず
高
く
積
む
」
と
い
う
表
現
が
あ
る
。
そ
こ

か
ら
「
太
秦
」
の
名
称
が
興
っ
た
の
で
あ
る
。
即
ち
「
う
づ
ま
さ
」

と
は
多
く
積
む
を
表
現
す
る
語
で
あ
っ
た
の
に
姓
に
な
り
「
太
秦
」

と
い
う
字
が
当
て
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
秦
氏
が
最
初
に
作
っ
た
神

か

ど

の

お

担

い

入
っ
て
い
る
。
そ
れ
が
葛
野
大
堰
で
、
川
の
中
に
人
工
の
島
を

作
り
、
水
を
わ
財
』、う
擁
概
用
水
を
確
保
し
た
の
だ
。
こ
の
土
木

技
術
は
、
秦
の
都
江
堰
と
同
じ
だ
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

と
こ
ろ
で
「
秦
氏
」
と
呼
ば
れ
る
人
た
ち
は
、
血
縁
で
結
ぼ
れ

て
い
た
わ
け
で
は
な
く
、
便
宜
上
ひ
と
く
く
り
に
さ
れ
た
集
団

で
あ
り
、
擬
似
的
な
氏
族
で
あ
っ
た
。
だ
か
ら
「
職
業
集
団
」

と
考
え
た
方
が
わ
か
り
や
す
い
。
朝
鮮
南
部
か
ら
や
っ
て
き
た

殖
産
の
民
を
ま
と
め
て
秦
氏
と
名
の
ら
せ
た
わ
け
だ
。
そ
の
人

数
た
る
や
、
膨
大
な
数
に
の
ぼ
っ
た
よ
う
だ
。

と
あ
る
。
ま
た
秦
氏
は
秦
の
始
皇
帝
の
子
孫
だ
と
名
の
っ
て
い
る
。

こ
れ
は
血
統
的
に
子
孫
な
の
で
は
な
く
、
秦
の
国
に
い
た
民
族
と

い
う
意
味
で
あ
る
。
が

一
応
系
図
を
作
っ
て
い
る
。
(
秦
氏
は
秦

か
ら
新
羅
又
は
百
済
へ
来
て
の
ち
来
日
し
た
ら
し
い
)

秦
の
始
皇
帝
1
1
0
1
1
0
1
|
|
孝
武
王

攻

満

王

融

通

王

(

一

名

弓

月

王

)
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「
ハ
タ
」
と
呼
ば
れ
て
い

〈
秦
(
し
ん
)
国
の
亡
命
者
が
日
本
で

る
の
は
な
ぜ
か
〉

はたうずまさ

秦
の
遺
民
た
ち
が
日
本
で
秦
・
太
秦
と
称
す
る
よ
う
に
な
っ
た

根
拠
に
は
ま
だ
定
説
は
な
い
が
、
幾
つ
か
の
説
を
挙
げ
る
。。

。
喋
王
朝
の
圧
政
か
ら
逃
れ
て
朝
鮮
半
島
を
椅
計
νし
、
新
羅
の

伽
耶
か
ら
味
坑
説
。
根
拠
は
現
在
の
慶
尚
北
道
蔚
珍
郡
海
曲
県
の

古
名
が
「
波
旦
」
で
あ
る
こ
と
。
右
∞
∞
年
発
見
の
新
羅
の
古
碑

に
「
波
E
」
の
地
名
が
あ
る
。
「
波
旦
」
の
意
味
は
パ
タ
(
海
)

又
は
(
臣
、
多
、
衆
)
な
ど

γ

又
、
は
た
お
り
に
因
む
。
機
織
り
の
ハ
タ
は
日
本
語
と
朝
鮮
語

社
大
酒
神
社
(
大
僻
神
)
は
京
都
市
左
京
区
に
現
存
。
酒
を
米
を

材
料
と
し
て
作
っ
た
の
で
あ
る
。
京
都
市
西
京
区
に
あ
る
「
日
本

第
一
醸
造
の
神
松
尾
大
社
」
は
秦
氏
が
把
っ
て
い
た
。
聖
徳
太
子

は
秦
氏
を
支
援
し
て
い
た
が
、
太
子
が
山
背
へ
行
か
れ
る
時
、
宇

治
橋
で
秦
氏
が
お
迎
え
し
た
が
、
一
族
正
装
し
て
全
員
馬
に
乗
っ

て
い
た
そ
う
で
あ
る
。
太
子
は
「
そ
の
う
ち
山
背
が
都
に
な
る
だ

ろ
う
」
と
言
わ
れ
た
。
秦
氏
は
殖
産
、
工
業
に
秀
で
て
い
た
だ
け

で
は
な
く
、
当
時
は
少
な
か
っ
た
馬
を
飼
育
し
て
武
力
を
伴
っ
て

い
た
の
で
あ
る
。
因
み
に
太
子
の
長
子
は
山
背
大
兄
王
と
い
う
。

秦
氏
と
綱
時
期
に
日
本
に
渡
来
し
た
一
族
に
模
切
高
祖
の
子
孫

を
名
の
る
漢
氏
が
あ
る
。
彼
ら
も
日
本
で
は
「
阿
夜
」
と
言
わ
れ

な
が
ら
漢
の
字
を
捨
て
な
か
っ
た
。
秦
氏
も
漢
氏
、も
過
去
の
大
国

漢
、
秦
を
誇
り
と
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
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更
に
秦
氏
は

一
時
「
王
国
」
を
名
の
っ
て
い
た
。
惰

(
m
g
l
E吋
)

の
歴
史
「
惰
書
」
に
倭
国
伝
が
あ
り
、
そ
の
中
に
「
秦
主
国
」
と

題
し
て
以
下
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
そ
の
官
頭
は
貌
志
倭
人
伝

に
似
て
い
る
。

都
斯
麻
国
を
経
る
。
準
か
に
大
海
の
中
に
在
り
。
又
、
東
、

一
支
国
に
至
る
。
又
竹
斯
国
に
至
る
。
又
、
東
、
秦
王
国
に
至

る
。
そ
の
払
華
夏
と
閉
じ
。
以
て
夷
州
と
す
る
も
、
疑
い
明
ら

か
に
す
る
能
わ
ず
。
又
十
余
国
を
経
て
海
岸
に
達
す
。
竹
斯
国

ょ
っり
川
必
果
、
皆
倭
に
附
庸
す
。

ち

〈

し

(
都
斯
麻
H
対
馬

一
支
国
H
壱

岐

竹

斯

H
筑
紫
)

こ
の
「
秦
の
王
国
」
は
、
豊
前
、
豊
後
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

こ
こ
で
は
古
代
か
ら
現
在
に
至
る
ま
で
、
鋼
、
石
灰
を
産
し
、
香



春
正
を
中
心
に
工
業
が
盛
ん
で
あ
る
。
秦
氏
は
、
現
在
に
ま
で
通

ず
る
あ
ら
ゆ
る
産
業
を
輿
し
、
日
本
の
発
展
に
寄
与
し
た
。
そ
の

範
囲
は
東
北
(
群
馬
、
茨
城
)
、
関
東
平
野
、
東
海
、
信
越
、
近

畿
、
四
国
、
九
州
北
部
に
及
び
、
古
代
の
ヤ
マ
ト
王
権
の
及
ぶ
と

こ
ろ
す
べ
て
に
拡
が
っ
て
い
る
。

土
木
工
事
は
交
通
だ
け
で
な

く
、
瀧
瓶
の
普
及
に
ま
で
及
び
、
稲
作
を
拡
め
全
国
の
稲
荷
神
社

は
秦
氏
を
把
っ
て
い
る
。
大
阪
市
は
も
と
も
と
湿
地
帯
で
無
数
の

川
が
流
れ
て
い
て
、
数
少
な
い
台
地
で
あ
っ
た
上
町
台
地
を
埋
立

て
て
市
街
を
形
成
し
た
。
そ
れ
で
も
川
は
産
業
、
交
通
に
は
必
要

で
、
従
っ
て
橋
も
多
く
作
ら
れ
た
。
大
阪
の
数
多
い
橋
の
中
に
高

麗
橋
と
い
う
の
が
あ
る
。
帰
化
人
、
渡
来
人
の
力
で
作
ら
れ
た
の

で
あ
ろ
う
。
そ
れ
ら
の
橋
は
小
さ
い
港
で
も
あ
り
、
そ
の
名
残
が

地
名
に
残
っ
て
い
る
。
横
堀
川
、
船
場
、
道
頓
堀
な
ど
。

そ
の
他
、
秦
氏
が
貢
献
し
た
の
は
高
地
性
住
宅
の
形
成
開
発
で

あ
る
。
高
地
性
住
宅
と
は
川
の
氾
濫
を
避
け
て
、
川
に
沿
っ
た
標

高
羽

m
程
度
の
丘
に
作
ら
れ
た
住
宅
の
こ
と
で
あ
る
。
川
は
人
間

に
恵
み
を
与
え
る
が
、

一
方
、
洪
水
に
よ
る
災
害
を
も
た
ら
し
た
。

世
界
四
大
文
明
も
大
河
の
ほ
と
り
に
生
ま
れ
、
大
河
に
よ
る
恵
み

と
と
も
に
洪
水
に
苦
し
め
ら
れ
た
。
こ
の
高
地
性
住
宅
の

一
典
型

が
千
里
正
陵
で
あ
る
。

古
墳
時
代
か
ら
六
世
紀
前
半
ま
で
の
須

恵
器
の

一
大
産
地
で
あ
っ
た
千
里
E
陵
は
、
時
代
が
変
わ
っ
て
よ

り
高
度
の
生
産
手
段
が
流
入
し
て
き
て
、
産
地
は
甥
註
の
池
田
市

に
移
っ
て
い
く
。
新
し
く
臥
っ
て
き
た
集
団
を
「
今
来
」
と
言
っ

た
。
池
田
市
に
は
現
在
も
畑
と
い
う
地
名
が
あ
る
。
今
来
の
秦
氏

は
千
里
正
陵
か
ら
他
の
産
地
池
田
正
陵
へ
と
移
っ
て
い
っ
た
。
千

里
正
陵
の
川
が
小
さ
く
、
次
第
に
増
え
る
物
資
の
輸
送
に
向
い
て

速

一
五
0
キ
ロ
狩
姐
討
速
さ
で
あ
っ
た
。
日
本
で
も

一
九
八

O
年

ご
ろ
百
央
で
会
下
山
(
芦
屋
市
)
か
ら
燈
能
寺
(
京
都
府
木

津
川
市
)
ま
で
ノ
ロ
シ
を
あ
げ
る
実
験
を
し
た
。
時
速
列
キ
ロ
の

意
思
伝
達
が
可
能
で
驚
い
た
と
い
う
。
ノ
ロ
シ
を
あ
げ
る
場
所
は

平
地
で
も
高
す
ぎ
る
山
で
も
な
い
丘
陵
地
が
選
ば
れ
た
。
千
里
丘

陵
は
最
も
適
し
た
場
所
で
あ
っ
た
。
図
5
参
照
。
幸
い
唐
は
そ
の

後
高
句
麗
を
攻
め
、
日
本
に
来
な
か
っ
た
。
し
か
し
当
時
の
朝
廷

が
、
い
か
に
唐
の
来
襲
に
お
び
え
て
い
た
か
、
想
像
さ
れ
る
。

図
5

淀
川
水
系
の
高
地
位
集
落
と
ノ
ロ
シ
実
験
コ
!
ス

制
l
川
寺
川
怯
臨
海

鐙
本

。 ll1k，n
」ーーーーー__  ' 
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い
な
か
っ
た
か
ら
と
思
わ
れ
る
。
秦
氏
の
池
田
正
陵
へ
の
移
転
に

つ
い
て
水
谷
千
秋
氏
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

池
田
市
全
域
は
、
か
つ
て
は
秦
上
郡
と
秦
下
郡
と
呼
ば
れ
て
い

た
。
池
田
市
は
大
阪
の
北
郊
、
北
摂
と
呼
ば
れ
る
地
域
に
当
た

る
。
南
北
に
猪
名
川
が
流
れ
、
古
代

K
は
そ
の
西
側
の
流
域
を

摂
津
国
河
辺
郡
、
東
側
の
流
域
を
豊
島
郡
と
呼
ん
だ
。
秦
上
郡

と
秦
下
郡
は
こ
の
豊
島
郡
に
属
す
る
。
(
秦
上
郡
と
秦
下
郡
の

所
在
地
に
つ
い
て
は
前
掲
図
3
を
ご
参
照
下
さ
い
)
。

こ
の
秦
氏
の
移
世
に
つ
い
て
、
同
書
は
池
田
の
方
が
猪
名
川
に

近
く
、
背
後
に
能
勢
の
山
林
を
も
っ
て
い
る
の
で
、
船
材
や
燃
料

の
木
材
を
入
手
し
や
す
か
っ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
と
い
っ
て
い
る
。

「
こ
の
新
旧
交
代
は
豊
島
郡
に
限
っ
た
こ
と
で
は
な
か

っ
た
。
猪

名
川
流
域
全
体
に
わ
た
る
勢
力
交
代
で
も
あ
っ
た
(
後
略
)
」
。
こ

う
し
て
「
桜
塚
古
墳
群
は
急
速
に
下
火
に
向
か
」
っ
た
。
し
か
し

秦
氏
は
移
住
す
る
に
つ
い
て
、
前
勢
力
と
戦
っ
た
り
、
彼
ら
を
排

除
す
る
の
で
は
な
く
、
な
る
べ
く
先
住
者
の
い
な
い
地
を
選
び
、

彼
ら
の
杷
る
神
を
温
存
し
、
人
的
交
流
を
深
め
た
。
そ
こ
が
他
の

氏
族
と
違
う
と
こ
ろ
で
あ
る
。

千
里
E
陵
は
須
恵
器
の
産
地
で
あ
っ
た
ば
か
り
で
な
く
、
軍
事

的
に
も
重
要
視
さ
れ
て
い
た
、
白
村
江
で
唐
・
新
羅
の
連
合
軍
に

大
敗
し
た
日
本
は
、
天
智
天
皇
の
命
令
で
太
宰
府
、
朝
鮮
式
山
城

を
作
っ
て
唐
の
襲
来
に
備
え
た
が
、
ノ
ロ
シ
も
そ
の

一
つ
で
あ
っ

た
。
ノ
ロ
シ
は
モ
ン
ゴ
ル
か
ら
始
ま
っ
た
と
い
わ
れ
る
が
、
日
本

で
は
天
智
三
年
「
と
、
ぶ
火
」
の
令
が
出
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
案

外
早
く
情
報
を
伝
達
す
る
の
で
あ
る
。
モ
ン
ゴ
ル
の
実
験
で
は
時
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〈
慣
用
句
「
千
里
」
と
嵯
峨
天
皇
の
漢
詩
〉

漢
詩
和
歌
に
は
慣
用
句
が
多
い
が
「
千
里
」
も
そ
の

一
つ
で
あ

る
。
慣
用
句
の
場
合
、
訓
み
は
「
せ
ん
り
」
で
あ
る
。
前
掲
の
「
千

里
の
地
名
の
謂
わ
れ
に
つ
い
て
」
に
も
あ
る
よ
う
に
「
千
里
」
の

初
出
は
司
馬
遷
の
『
史
記
』
に
あ
る
「
照
千
里
守

一
隅
(
千
里

を
照
ら
し

一
隅
を
守
る
ご
で
、

こ
れ
を

「照
千

一
隅
」
と
言
い

習
わ
し
て
い
た
。
嵯
峨
天
皇
も
「
愁
う
な
か
れ
千
里
苦
心
多
き
を
」

と
う
た
っ
て
い
る
。
ま
た
千
里
山
の
地
名
の
も
と
と
な
っ
た
と
い

わ
れ
る
嵯
峨
天
皇
の
漢
詩
は
以
下
の
も
の
で
あ
る
。

『
文
華
秀
麗
集
』
巻
下
雑
詠
江
上
船

一
道
長
江
通
千
里
漫
漫
流
水
諜
行
船

風
帆
遠
設
虚
無
裡
疑
是
仙
査
欲
上
天

(
淀
川
を
揚
子
江
に
た
と
え
、
ま
ん
ま
ん
た
る
淀
川
を
帆
に
風
を

は
ら
ん
だ
船
で
行
く
と
、
遠
く
広
く
千
里
も
見
渡
せ
る
)
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と
い
う
雄
大
な
景
色
を
詠
ん
だ
も
の
で
、
明
る
く
広
々
と
し
た
千

里
丘
陵
の
風
景
が
目
に
う
か
ぶ
。
嵯
峨
天
皇
は

「こ
の
君
、
こ
と

の
ほ
か
放
逸
に
し
て
、
ま
つ
り
ご
と
を
御
心
に
い
れ
た
ま
は
ず
」

(
鎌
倉
時
代
源
顕
兼
著
『
続
古
事
談
』
)
と
評
さ
れ
る
が
、
動
乱

の
平
安
初
期
に
儒
学
漢
詩
を
奨
励
し
、
そ
の
後
の
日
本
文
化
(
い

ざ
と
い
う
時
詩
文
を
詠
む
)
の
伝
統
を
作
っ
た、

一
大
文
化
人
で

あ
っ
た
。


